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特別支援教室の指導が始まり一か月がたちました。体育学習発表会等の行事があった学校もあるかと思

います。頑張っていることをたくさん認めて、お子様の成長や日々の様子、保護者の方の願いや今後のこと

について考えながら指導していきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 ７月の予定 

・～７月１５日(金)      １学期の指導終了 

 

特別支援教室のゲームを活用した学び 

 

◇特別支援教室で扱うゲームの種類には様々なものがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ゲームの種類はとても豊富で、子供の発達の特徴に合わせて、様々な教材や教具を使用しながら、子供の

成長を促します。同じ教材や教具を使用していても、子供の課題によって指導する目的が異なることもあり

ます。どんな力を身に付けたいかを指導者が意識して指導し、子供たちは自然と授業の中で必要なスキルを

身に付けられるよう工夫をしています。 

 

◇ゲームをすることを通してつけさせたい力 

    

・話をよく聞いてルールを理解する力       ・推理する力、論理的思考力 

・ルールを守って協力してゲームを行う力     ・コミュニケーションスキルの育成 

・勝ち負けのある活動を通して感情をコントロールする力         

 

◇ゲーム中の声掛けもとても大切にしています。指導する側は、子供の言動に注意深く意識を向け、子供の

感情を言語化して伝えることを大切にしています。ただ「嫌だ」「むかつく」と表現する言葉の裏に、様々

な感情があることを代弁して伝えます。そして、良い発言や良い行いを見つけてすかさず褒めることで、円

滑なコミュニケーションを強化していきます。効果的な声掛けにより、子供たちはより授業の充実感を得ら

れます。 

 

◇「楽しい気持ち」を大切に。何かを身に付ける時の一番の近道は「楽しい気持ち」です。楽しい時間をす

ごしていたらいつの間にか成長していたとしたら、それは最高の学びの時間だと思います。子供の成長には

時間も必要です。すぐに成果が出るものばかりではありません。子供の成長を支える大人が温かい気持ちで

成長を見守っていく姿勢を大切にしたいと考えています。 

 

・数字に強くなれるゲーム        ・足し算や引き算が自然と身に付くゲーム 

・言葉で気持ちを伝えるゲーム      ・国語の語彙を増やすゲーム 

・漢字を楽しく覚えるゲーム       ・社会の地理や歴史が自然と身に付くゲーム 

・発想力を鍛えるゲーム         ・感情のコントロールを楽しく学ぶゲーム 

・想像力が試されるゲーム        ・相手の心理を読むゲーム 

・交渉力が身に付くゲーム        ・物語の創作が得意になるゲーム 

 



 

  年           

 

◎小集団学習「みんなの時間」 

 

 

「協力・紙コップタワーをつくろう」 

・試行錯誤しながら、紙コップを高く積む方法を考える。 

・自分の考えを伝えたり、相手の考えを受け入れたりしながらチームで協力して活動する。 

・ルールを守って、関わり合いながら楽しく活動する。 

 

「ルールを守りながら他者とコミュニケーションをとる活動」 

 ・ルールを理解し、守る。(遊び方を知る。) 

 ・活動を通して、他者と円滑なコミュニケーションをとる。 

 ・勝ち負けのあるゲーム等を通し、それらを受け入れる。 

 

「目と体の協応運動」 

・目で追いながら、体の動きをコントロールする。 

・友達と呼吸を合わせる。 

・ルールを守って楽しく活動する。 

 

「相手の意図や状況を読み取り判断する動き」 

 ・状況や友達の様子から判断して、自分の動きや関わり方を調整する。 

 ・友達の意図や気持ちを推測して協力する。 

 ・運動を通して、友達とのコミュニケーションを楽しむ。 

 

 

  

 

◎個別学習「じぶんの時間」 目標や活動の内容、その他 

 

 

 

6 月の学習予定 

  


